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大石ダムでは、洪水に備えて、ダム貯水池（おおいし湖）の水位を５月２５日から６月１５日にかけて
１５５ｍまで低下させます。

なお、例年６月１日から水位を低下させていますが、昨年度から引き続き、大石川の環境改善を図
る取組みとして５月２５日から行うものです。

６月１６日から９月３０日までは、梅雨や台風などによる洪水が起こりやすい期間（洪水期）としてい
ます。大石ダムでは、洪水が起こった場合に上流から流れ込んでくる水をダムに貯め込み、下流へ
の放流量を低減する事で、下流の被害を軽減しています。

その洪水を貯め込むための容量を確保するため、前もって貯水位を低下させるものです。貯水位
の低下により、新潟県庁約９４杯分の容量（洪水調節容量）を確保します。

大石ダム貯水池運用図

貯水位を下げる前の おおいし湖

貯水位を下げた おおいし湖 ダム放流時の様子


